
大槌町教育委員会だより

世代年齢別情報

育てよう魅力の花

［大槌病院外来の表示］　内  内科・外  外科・整  整形外科・皮  皮膚科・ 眼  眼科（外来日程は都合により変更となる場合があります）

日付 大槌町内イベント 大槌病院外来

5（月） 4 ヵ月・7ヵ月児相談 午前 内 外 整 皮
午後 眼

6（火） 午前 内 外
午後 

7（水）乳がん・子宮がん検診 午前 内 外
午後 

8（木） 元気活きいき運動教室（城山公園体育館）午前 内 外
午後 眼

9（金）高齢者なんでも相談会 in マスト 午前 内 外
午後 

10（土） 完全休診
（急患受付なし）

11（日） 完全休診
（急患受付なし）

12（月） 完全休診
（急患受付なし）

13（火） 通常外来休診
（急患対応）

14（水） 通常外来休診
（急患対応）

15（木） 通常外来休診
（急患対応）

16（金） 午前 内 外
午後 

17（土） 完全休診
（急患受付なし）

18（日） 完全休診
（急患受付なし）

19（月） 午前 内 外 皮
午後 眼整

20（火） 午前 内 外
午後 

21（水） 12 ヵ月児相談 午前 内 外
午後 

日付 大槌町内イベント 大槌病院外来

22（木）
さわやかストレッチ教室（大ケ口多目
的集会所、桜木町保健福祉会館）
元気活きいき運動教室（城山公園体育館）

午前 内外
午後 眼

23（金） 3 歳児健診 午前 内外
午後 

24（土）乳がん・子宮がん検診 完全休診
（急患受付なし）

25（日）乳がん・子宮がん検診 完全休診
（急患受付なし）

26（月） 午前 内外
午後 眼 整

27（火） 4 歳 6 ヵ月児相談 午前 内外
午後 

28（水）健康相談（マスト）
いわて減塩・適塩の日

午前 内外
午後 

29（木）もうもう教室 午前 内外
午後 眼

30（金） 午前 内外
午後 

31（土） 完全休診
（急患受付なし）

9月
1（日） 完全休診

（急患受付なし）

2（月） 4 ヵ月・7ヵ月児相談

3（火）

4（水）

5（木）さわやかストレッチ教室（大ケ口多目
的集会所、桜木町保健福祉会館）

8 月5 日（月）～9 月5 日（木）おおつちカレンダー世代年齢別情報

県立大槌病院（℡ 0193-42-2121）では、個人・事業所健康診断で胃（透視）検診を行っています。希望者はご相談ください。

１．実施時期� 令和元年６月７日（金）午後１時～午後４時４５分
２．参加者 24 名� �①三陸国道事務所　管理第一係長・第二係長��②広域振興局土木部道路整備課長��③釜石警察署交通

課規制係長・地域課交通交番主任・吉里吉里駐在所係��④大槌学園（副学園長・教諭１名・PTA会長・
PTA副会長）��⑤吉里吉里学園（小学部：副校長・PTA会長、中学部：生徒指導主事・PTA会長）��
⑥子供支援部会��⑦三陸鉄道（株）運用本部（副部長）��⑧大槌町役場（町民課・環境整備課）��⑨大
槌町教育委員会（教育長・課長・指導主事・教育相談員）

３．ねらい 道路管理者等関係機関が連携して、児童生徒が安全に通学できるように通学路の安全確保を行う。
４．合同点検場所� ①吉里吉里学園小中学校通学路並びに国道沿い・鉄道踏切��②大槌学園通学路
※以下は、各学園の通学路合同点検で話題になった主な事項

●�遮断機や警報機が設置されており安全対策には十分で
あるが、踏切の枕木が高く児童生徒の歩行に多少の影
響が考えられるため、早急に対策を進めたい。（三陸鉄
道運用本部副部長より）
●�吉里吉里地区のセブンイレブン前の交差点周辺は、大
槌町方面から降りてくる自動車がスピードを出してく
るため怖い。
　�また、スピードを出したまま右折をして曲がるため、交差点の横断歩道の渡り方に十分注意をする必要がある。
●�一つのエリアを定めた「ゾーン30」（ゾーン30とは、制限速度のエリアのこと）など対策が必要である。
●�学校や地域、家庭で、子供に対し現場で直接指導をするなど注意を喚起するよう促す必要がある。

●�現在、通学路の十字路にはドットラインが付いている。
●�交通量を見ながら、速度規制標識の設置も考えていきたい。（釜石警察署交通課）
●�カラー舗装で、運転手に歩行者への注意を促していく。（環境整備課）

●�大槌学園校門前の横断歩道では、自動車
がスピードを上げてくるために危険であ
る。現在は、学園坂の上り口付近で横断
しているが、交通保安員の方のおかげで
安全に渡ることができている。この場所
への横断歩道の設置は、法律上難しい。
●�学園坂を「ゾーン30」にするよう検討し
ていく。

●�大槌川・小鎚川の水門工事をしているトラックなどの交通量が多く、登下校
中の児童生徒に飛び石が飛んでくることも考えられるため、対応を検討した
い。（広域振興局土木部道路整備課長）
●�文化交流センター付近の歩行者専用信号機は、本道路（安渡と役場線）と公
営住宅を結ぶ線の交差点付近が混雑しており、車専用点滅（赤色）信号機が
必要である。
●柾内の八幡神社付近の木の伐採は振興局が対応する。
●�大ヶ口・源水の横断歩道が消えかかっているため、白線の修復を業者に依頼
済みである。（釜石警察署交通課）
●�農協「だぁすこ」前の交差点に、歩行者保護用のガードパイプを７月に設置する。（広域振興局土木部道路整備課長）

大槌町教育委員会主催「大槌町通学路交通安全プログラム
合同点検・合同協議会」が実施されました。

吉里吉里学園通学路

大ヶ口トンネル

大槌学園通学路
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1. 実施時期：令和元年６月７日（金）午後１時～午後４時４５分 
2. 参加者２４名：①三陸国道事務所 管理第一係長・第二係長②広域振興局土木部道路整備課長③釜石警察署交通課規制     

係長・地域課交通交番主任・吉里吉里駐在所係④大槌学園（副学園長・教諭１名・PTA会長・PTA副会長）⑤吉里吉里
学園（小学部：副校長・PTA会長、中学部：生徒指導主事・PTA会長）⑥子供支援部会⑦三陸鉄道（株）運用本部（副
部長）⑧大槌町役場（町民課・環境整備課）⑨大槌町教育委員会（教育長・課長・指導主事・教育相談員） 

3. ねらい：道路管理者等関係機関が連携して、児童生徒が安全に通学できるように通学路の安全確保を行う。 
4. 合同点検場所：①吉里吉里学園小中学校通学路並びに国道沿い・鉄道踏切②大槌学園通学路 
※ 以下は、各学園の通学路合同点検で話題になった主な事項 

【吉里吉里学園通学路】 
●遮断機や警報機が設置されており安全対策には十分であるが、踏切の枕木が高く児童生徒の歩行に   
多少の影響が考えられるため、早急に対策を進めたい。（三陸鉄道運用本部副部長より） 
●吉里吉里地区のセブンイレブン前の交差点周辺は、大槌町方  
面から降りてくる自動車がスピードを出してくるため怖い。  
また、スピードを出したまま右折をして曲がるため、交差点の   
横断歩道の渡り方に十分注意をする必要がある。 
●一つのエリアを定めた「ゾーン３０」（ゾーン３０とは、制限 
速度のエリアのこと）など対策が必要である。 
●学校や地域、家庭で、子供に対し現場で直接指導をするなど注  
意を喚起するよう促す必要がある。 

【大槌学園通学路】 
●大槌学園校門前の横断歩道では、自動車がスピー 
ドを上げてくるために危険である。現在は、学園坂  
の上り口付近で横断しているが、交通保安員の方 
のおかげで安全に渡ることができている。この場 
所への横断歩道の設置は、法律上難しい。 
●学園坂を「ゾーン３０」にするよう検討していく。 
 
 

●大槌川・小鎚川の水門工事をしているトラックなどの交通量が多く、登下校中の児童 
生徒に飛び石が飛んでくることも考えられるため、対応を検討したい。（広域振興局   
土木部道路整備課長） 
●文化交流センター付近の歩行者専用信号機は、本道路（安渡と役場線）と公営住宅を 
結ぶ線の交差点付近が混雑しており、車専用点滅（赤色）信号機が必要である。 
●柾内の八幡神社付近の木の伐採は振興局が対応する。 
●大ヶ口・源水の横断歩道が消えかかっているため、白線の修復を業者に依頼済みであ 
る。（釜石警察署交通課） 
●農協「だぁすこ」前の交差点に、歩行者保護用のガードパイプを７月に設置する。（広 
域振興局土木部道路整備課長） 

【大ヶ口トンネル】 
●現在、通学路の十字路にはドットラインが付いている。 
●交通量を見ながら、速度規制標識の設置も考えていきたい。（釜石警察署交通課） 
●カラー舗装で、運転手に歩行者への注意を促していく。（環境整備課） 
 
このほかにも児童生徒が安全で安心して通学できるために、たくさんのご意見、ご感

想をいただきました。 
ご多用中のところ、ご出席いただきました関係者の方々に深くお礼申し上げます。 
ありがとうございました。 

２０１９年８月号 
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